
１１　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの基基本本事事項項
（（１１））名名称称

（（２２））ホホーームムペペーージジＵＵＲＲＬＬ

（（３３））組組織織図図

２２　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの委委員員
（（１１））委委員員名名簿簿

№ 役職 氏　名 備考

1 会長 小川　浩　

2 副会長 大塚　晃

3 小池　知子

4 椎尾　康

5 小野　正恵

6 平山　貴敏

7 石黒　雅浩

8 廣瀬　征由

9 高橋　雅美

10 小笠原　桂子

11 長谷川三恵子

12 清水　水尾

13 鈴木　やす代

14 宮　嘉代子

15 不破めぐみ

16 鈴木　洋子

17 大谷　勝

18 森田　扶美子

19 川野　圭一

20 石渡　伸幸

千代田区社会福祉協議会 社会福祉協議会 1

千代田区障害者共助会　会長 家族・関係団体 3

区民代表 障害当事者（ピアサポーター含む） 2

千代田区民生・児童委員協議会 民生委員・児童委員 3

障がいをもつ子どもの現在（いま）と未
来を考える会 幹事 家族・関係団体 1

むぎの会 代表 家族・関係団体 3

千代田区障害者共助会 会計 家族・関係団体 3

千代田区さくらんぼの会 家族・関係団体 3

千代田区知的障害者相談員 身体・知的障害者相談員 1

千代田区障害者共助会推薦 家族・関係団体 1

千代田区身体障害者相談員 身体・知的障害者相談員 1

千代田区知的障害者相談員 身体・知的障害者相談員 3

東京都精神保健福祉センター所長 医療関係者 1

千代田区身体障害者相談員 身体・知的障害者相談員 3

千代田区医師会 医療関係者 1

神田医師会 医療関係者 1

東京逓信病院　副院長兼神経内科部長 医療関係者 2

大妻女子大学　副学長 学識経験者 3

日本発達障害ネットワーク　副理事長 学識経験者 3

千千代代田田区区

千千代代田田区区障障害害者者支支援援協協議議会会
https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kenko/shogaisha/johoteikyo/data/kyogikai.html

所属 種　別
経験
年数

東京弁護士会「高齢者・障害者の権利に
関する委員会」副委員長 法曹関係者 3

高齢者・障害者

虐待防止推進会

個別支援会議個別支援会議

困難事例、課題、ニーズ

コラム③ 施設入所者への地域移行調査の取組（品川区の取組） 

 

東京都自立支援協議会では、地域自立支援協議会間のつながりをつくり、先進的な取

組を共有することで、協議会活動の活性化をはかることを目的に、令和 5年度から年 2

回「自立支援協議会担当者連絡会」（以下、「連絡会」といいます。）を開催しています。 

令和 6年度は、まさにこの冊子の昨年度版「令和 5年度版 東京都内の自立支援協議

会の動向」から、東京都自立支援協議会委員が選んだ各自治体の先進事例を報告してい

ただきました。ここでは、令和 6年 7月 9日に開催した第 1回連絡会で発表していただ

いた品川区の取組を紹介します。 

 

品川区では、第 6期品川区障害福祉計画（令和 3年 7月策定）で、令和元年度末施設

入所者 271 人中、令和 5 年度までに 10 人が地域移行という成果目標が定められ、あわ

せて地域移行の取組は「品川区地域自立支援協議会」で検討・構築していくことになり

ました。 

この計画に沿って自立支援協議会で検討した結果、令和 4年度に障害者支援施設入所

者 274 人に対し、地域生活移行に関するニーズ調査を実施しています。実施にあたって

は、自立支援協議会の相談支援部会で意見交換しながら検討を重ね、調査には相談支援

専門員があたること、調査ツールとして、生活の場や誰かと一緒に暮らすイメージがで

きるイラスト集を活用することなどが決まりました。また、調査の実施にあたっては、

自立支援協議会の会長が講師を務め、調査にあたる相談支援専門員に対し意思決定支援

に係わる研修を行ってい

ます。 

このような準備を重ね

たところ、調査の回答率は

83.6％という非常に高い

ものとなり、地域生活を希

望する施設入所者は 19 人

であるという結果になり

ました。この結果は、第 7

期品川区障害福祉計画（令

和 6年 4月策定）にも反映

され、令和 6年度時点でも

支援を継続しています。 

この品川区の報告に対しては、同様の調査を考えている自治体から、都外施設に入所

している方への対応や調査にあたっての予算等について質疑応答があり、今後より詳細

な話を伺いたいという情報共有のきっかけともなりました。連絡会自体は、限られた時

間の開催ではありますが、協議会間の交流につながるきっかけとなるよう、今後も取り

組んでまいります。 

 

※品川区自立支援協議会ホームページ「令和 4 年

度第 2 回品川区地域自立支援協議会」資料 1 ア

ンケート用イラストから抜粋 
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№ 役職 氏　名 備考

21 永田　潔

22 山内　哲也　

23 的場　康芳

24 坂田　晴弘

25 中田　弾

26 三橋　馨

27 大野　寿枝

28 市川 礼雄

29 村田　梓

30 小川　賢太郎

31 高木　明子

32 清水　章

（（２２））委委員員構構成成

３３　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活動動状状況況

　　（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ででのの協協議議事事項項（（複複数数回回答答））

相談支援の実績、事例の紹介（相談支援部会）

③ 地域移行・地域定着支援に関すること。

重層的相談支援及び地域生活支援拠点等について（相談支援部会）

⑪ 障害福祉計画等に関すること。

第7期障害福祉計画・第2期障害児福祉計画の進捗状況
障害者計画、次期障害福祉計画・障害児福祉計画の改定について（計画部会）

計 32 18 14 11

① 相談支援事業の運営体制に関すること。

行政職員(都） 0

その他 0

地域住民 0

行政職員(区市町村) 2 1

法曹関係者 1 1 1

民生委員・児童委員 1 1 1

障害福祉サービス等事業者 4 4 2 1

社会福祉協議会 1 1 1 1

身体・知的障害者相談員 4 4 2 2

相談支援事業者 1 1 1 1

障害当事者（ピアサポーター含む） 1 1

家族・関係団体 6 4 3 2

雇用関係機関 2 1 1 1

企業 0

保健所 1

教育関係機関 0

学識経験者 2 1 1

医療関係者 6 2

保健福祉部長 行政職員(区市町村) 1

　　　　　全体会・
　　　　　　　　部会名

全体会 計画部会
相談支援

部会
差別解消
支援部会

　　種　別

子ども部長 行政職員(区市町村) 1

地域保健担当部長（千代田保健所長） 保健所 1

飯田橋公共職業安定所　 雇用関係機関 2

千代田区障害者就労支援センター長 雇用関係機関 1

九段訪問看護ステーション所長 医療関係者 2

難病相談支援員 医療関係者 2

千代田区障害者よろず相談「Light(ライ
ト)」 相談支援事業者 1

児童発達支援･放課後等デイサー
ビス事業所

障害福祉サービス等事業者 3

千代田区立障害者就労支援施設長 障害福祉サービス等事業者 3

千代田区立障害者福祉センター施設長 障害福祉サービス等事業者 3

所属 種　別
経験
年数

ＮＰＯ法人ホープ代表理事 障害福祉サービス等事業者 3
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４４　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活性性化化

　　（（１１））法法改改正正にに伴伴うう地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの見見直直しし等等（（複複数数回回答答））

⑤ 福祉人材(マンパワー)の確保

　広域又は東京都全域では福祉人材の確保や周知に関する取り組みを中心に行い、地域（区）では
福祉の仕事に関する理解促進を基盤に、福祉人材の採用・雇用につながるようなボランティア活動
や職業体験の場・機会の提供を行うといった、役割分担の明確化が図れると良い。

①　個別事例の検討を通じて、地域のサービスの開発・改善につなげた。（予定含む。）

相談支援部会の中で具体例を出し、委員から意見をもらい、検討をした。

③ 権利擁護・虐待防止

　障害者福祉課内の障害者差別解消（合理的配慮）の相談窓口、区虐待防止センター内の虐待防止
専用回線（２４時間対応）にて、虐待通報や相談に応じている。
　障害者虐待に関する状況および通報・相談実績は、自立支援協議会障害者差別解消部会および障
害者虐待推進会議に、報告を行っている。

⑦ 医療的ケア

　医療的ケア児等支援協議会を開催し、医ケア児等への支援について、当事者家族を含め関係機関
による審議・検討を行っている。

　　イ　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

⑦ 障害福祉計画等の進捗管理や調整

進捗管理や達成率の確認及び改定に係る意見交換等

（（３３））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししてて把把握握ししてていいるる地地域域課課題題

　　ア　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　　（複数回答）

① 相談支援の質及び量

　基幹相談支援センタ―を中心とした地域の相談支援事業所による相談支援連絡会を年４回開催し
た。情報交換及び事例研究を含めた検討会や勉強会を開催し、地域の相談支援の質の向上に取り組
んでいる。

障害者差別解消法の改正について（差別解消支援部会）
相談・対応事例について（差別解消支援部会）

（（２２））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししててのの役役割割（（複複数数回回答答））

② 情報共有・情報発信

各部会からの活動報告等

⑤ 地域課題の整理

各部会でそれぞれの専門分野に応じた地域課題について協議を実施している

⑨ 障害者差別解消法や条例、権利擁護に関すること。
№ 役職 氏　名 備考

21 永田　潔

22 山内　哲也　

23 的場　康芳

24 坂田　晴弘

25 中田　弾

26 三橋　馨

27 大野　寿枝

28 市川 礼雄

29 村田　梓

30 小川　賢太郎

31 高木　明子

32 清水　章

（（２２））委委員員構構成成

３３　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活動動状状況況

　　（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ででのの協協議議事事項項（（複複数数回回答答））

相談支援の実績、事例の紹介（相談支援部会）

③ 地域移行・地域定着支援に関すること。

重層的相談支援及び地域生活支援拠点等について（相談支援部会）

⑪ 障害福祉計画等に関すること。

第7期障害福祉計画・第2期障害児福祉計画の進捗状況
障害者計画、次期障害福祉計画・障害児福祉計画の改定について（計画部会）

計 32 18 14 11

① 相談支援事業の運営体制に関すること。

行政職員(都） 0

その他 0

地域住民 0

行政職員(区市町村) 2 1

法曹関係者 1 1 1

民生委員・児童委員 1 1 1

障害福祉サービス等事業者 4 4 2 1

社会福祉協議会 1 1 1 1

身体・知的障害者相談員 4 4 2 2

相談支援事業者 1 1 1 1

障害当事者（ピアサポーター含む） 1 1

家族・関係団体 6 4 3 2

雇用関係機関 2 1 1 1

企業 0

保健所 1

教育関係機関 0

学識経験者 2 1 1

医療関係者 6 2

保健福祉部長 行政職員(区市町村) 1

　　　　　全体会・
　　　　　　　　部会名

全体会 計画部会
相談支援

部会
差別解消
支援部会

　　種　別

子ども部長 行政職員(区市町村) 1

地域保健担当部長（千代田保健所長） 保健所 1

飯田橋公共職業安定所　 雇用関係機関 2

千代田区障害者就労支援センター長 雇用関係機関 1

九段訪問看護ステーション所長 医療関係者 2

難病相談支援員 医療関係者 2

千代田区障害者よろず相談「Light(ライ
ト)」 相談支援事業者 1

児童発達支援･放課後等デイサー
ビス事業所

障害福祉サービス等事業者 3

千代田区立障害者就労支援施設長 障害福祉サービス等事業者 3

千代田区立障害者福祉センター施設長 障害福祉サービス等事業者 3

所属 種　別
経験
年数

ＮＰＯ法人ホープ代表理事 障害福祉サービス等事業者 3
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　　（（２２））地地域域でで生生活活すするる当当事事者者のの声声のの反反映映（（複複数数回回答答））

　　（（３３））ＩＩＣＣＴＴのの活活用用（（複複数数回回答答））

５５　　地地域域移移行行・・地地域域生生活活支支援援のの取取組組

　　（（１１））施施設設入入所所者者・・長長期期在在院院者者等等のの実実態態把把握握（（複複数数回回答答））

　　（（２２））利利用用ししてていいるるササーービビスス等等（（複複数数回回答答））

①　相談支援（地域移行支援など）

　相談支援を利用している方については、地域移行支援の利用やグループホームの 体験利用に向けた
スケジュール建てを行う。

④　施設や病院からの働きかけ

　サービスにつながっていないない方については、状況に応じて施設や病院側からの地域移行への働
きかけを行ってもらっている。

⑤　地域で生活する当事者に対してアンケート調査等を実施している。

区のポータルサイトを活用し、障害当事者から区内で生活するる中で「良かったこと」をアンケート
方式で募集を始めた（令和7年2月より）

①　当事者等が集合形式での参加が難しい場合、ハイブリッド形式（集合とリモートの双方に対応し
た方法）で会議を実施

協議会等開催時に、オンラインでの参加を導入しており、毎回２～３名の参加がある。

④　障害支援区分の認定調査の際に実態を把握

　施設入所者については、障害支援区分や障害者福祉サービスの更新時の調査及び、入所者のカン
ファレンスにあわせて本人・関係者の意向を把握している。
　病院等に入院中の方については、退院に向けたカンファレンス等にあわせて本人・関係者の意向を
把握している。

⑥　障害のある人もない人も参加するイベント等を活用している。

令和6年12月　障害者週間記念理解促進事業を実施した。
年2回（令和6年9月、令和7年2月）、障害者サポーター養成講座を実施した。
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